
                                                          
*1）生態系には線的な地続きの繋がりが必要であるが建築やコンクリート土木によって点状に存在しているのが

現状である。また，緑地が陸地から水辺のような境目の変化は，相互に混ざり合い緩やかに変化していくことが

多様性の確保に役立つ。                                        
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1. はじめに 
近年，私たちの暮らす環境は，開発や効率化

を優先した土地利用によって少しずつ変化し

ている。舗装された道路や駐車場，護岸などの

コンクリート構造物は，生活の利便性を高める

一方で，土の中を流れる水や空気の通り道をふ

さぎ，植物や小さな生きものたちの居場所を少

しずつ奪っている。その結果、かつては川や森、

田畑を行き来していた生きものたちの暮らし

が分断（島状化＊1）され，生物多様性を減少さ

せる状況をもたらしている（Fig .1）。 
本研究は，火山活動によって形成された伊

豆半島の地形と水循環を背景に，狩野川流域源

流に位置する修善寺温泉街を流域圏という視

点で捉え，環境形成を実践する場を提案するこ

とを目的とする。温泉は地下水と地熱の循環に

よって生まれる，流域に根ざした自然資源であ

り，共同浴場はその恵みを人々が共有してきた

暮らしの場である。共同浴場がもつ「温泉を介

して人々をつなげる」役割を拡張し，自然と人

のつながりを回復し，行政単位ではなく，流域

圏全体の環境を再生するための拠点として再

構築する。さらに，筆者が参加している「修善

の森プロジェクト」では，森林整備・環境教育

などを通して，里山の再生と狩野川流域の生態

系回復を目指す実践が行われている。筆者はこ

の活動に参加し，実際にシガラ組み護岸の施工

や沢の整備，ビオトープのメンテナンスなどに

携わった。これらの経験から得た手を動かす環

境形成の知見をもとに，修善寺のまちの中にお

ける環境づくりの実践を具体的に提案する。 
 
2. 流域圏について 
「流域圏」とは「表流水の集水する領域をい

い，水と水を介在する閉じた環境単位」1）を指

す。都道府県や市町村といった人間がつくった

行政区分ではなく，水の流れを基礎とした生命

圏の区分である（Fig .2）。「流域圏」という

視点で地域を捉えると，山・川・海などの生態

系と，人の暮らし・文化・経済活動などの人文

社会的な側面を，ひとつのつながりの中で考え

ることができる。これにより，従来のように「自

然と人間」「都市と田舎」といった分断した見

方ではなく、それらが互いに影響し合う地域の

姿を理解できるようになる。 
2. 1．伊豆半島の成り立ち 

狩野川は伊豆半島の中心付近に端を発し，半島

の付け根方向に北上して流れ，下流部で大きく

向きを変えて駿河湾に注いでいる。伊豆半島は

静岡県の東端部に位置し，南へ役 50km にわた

って突き出した半島である。かつては南洋にあ

った火山島や海底火山の集まりで，プレートの

北上に伴い火山活動を繰り返しながら本州に

衝突し誕生した。プレートの動きは現在も伊豆

 
Fig.2 流域圏の説明 
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Fig.1 効率化を優先した土地利用 
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の大地を本州に押し込み続けており，地殻変動

により様々な自然環境を生み出している（Fig .
３）。 

 
2. 2．狩野川流域の成り立ち 
富士山―箱根山―天城山（伊豆半島）―伊豆

諸島と火山が連なっており，この隙間を流れて

いる。水源地でもある天城山から流れはじめ，

複数の火山に東西を挟まれて伊豆半島の付け

根に向かって北上すると，箱根と富士山の間を

流れる黄瀬川が正面から合流している。それに

よって狩野川は急に西向きに流れを変え，駿河

湾に注ぐ（Fig .４）。この火山活動がつくる地

形的特徴は、狩野川流域の水循環を形づくり，

上流から下流までの生態系と人間活動の多様

性を支えている。 
2. 3．火山がつくる豊な自然や温泉 
伊豆半島は地質学的に国際的価値のあるサ

イトとしてユネスコ世界ジオパークに登録さ

れている。ジオパークとは，地球科学的意義の

ある景観が保護，教育，持続可能な開発のすべ

てを含んだ総合的な考え方によって管理され

た，ひとつにまとまったエリアである3）。火山

地形がつくる狩野川流域の自然環境は、独自の

産業や文化を育んできた。その代表的なものと

して，綺麗な水によるワサビの生産，数多くの

温泉の噴出，柿田川湧水や鮎の友釣りの発祥な

どが挙げられる（Fig .４）。 
 

3. 修善寺の現状と課題 
3. 1．里山の荒廃と管理不足 
修善寺地区は，周囲を低山に囲まれ，かつて

は様々な生活の糧を得るための生産の場とし

て活用された里山利用の痕跡が多くみられる。

今日，生活様式の変化により，里山の利活用と

管理不足による荒廃が全国的な問題となって

いる中，修善寺の里山においても同様に荒廃が

進んでいる。 
3. 2．「村持ち」と呼ばれた共同浴場 
 修善寺温泉の起こりは，弘法大師（空海）が，

大同年間（806〜810）年に発見したと伝えられ，

現在修禅寺の前の桂川の中の岩盤の中から湧

き出している独鈷の湯がそれにあたる。江戸時

代以前までに，独鈷の湯をはじめとして筥湯，

石湯（馬洗い場付設），乳児湯，瀧の湯，白糸

温泉，寺の湯（お寺専用）など7つの浴場があ

ったとされている。江戸時代を通じて，新湯（真

湯）（馬洗い場付設）ができ，明治に入り河原

湯，瀧の湯（前出のものとは別），杉の湯，菖

蒲湯，花の湯，大同泉，岩の湯，保生泉，菊園

湯，明治泉，藤の湯，星の湯などが発見され，

明治27年から大正7年頃までに，約20の温泉が

増加している。前期のうち江戸時代以前からあ

ったと考えられる7つの湯の中から寺の湯，白

糸の湯を除いた5つの湯と江戸時代天明期に発

掘された新湯（真湯），明治6年に発掘の河原

湯の7つの湯は村持ちと呼んで共同浴場として

使用された6）。そのうち独鈷の湯と河原湯は足

湯として，新湯（真湯）は地元民だけの共同浴

場として，筥湯は高さ12mの仰空楼（望楼）を

併設した外湯として再編されている。 

3. 3．地区の共同浴場の維持管理問題 
 

Fig .4 狩野川流域について 4） 
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Fig .3 伊豆半島の成り立ち 

1.フィリピン海プレートにより
南方から火山島がやってくる

２. 火山島は日本列島に衝突する

3. 北へ曲がった山々ができる

4. 火山活動によって
現在の伊豆半島ができる

表 1 「村持ち」7 つの共同浴場

 

江戸時代以前 独鈷の湯，筥湯，石湯（馬洗い場付設），
乳児湯，瀧の湯，白糸温泉，
寺の湯（お寺専用） 7箇所

江戸時代 - 新湯（真湯）（馬洗い場付設）
明治時代 - 河原湯，瀧の湯（前出の物とは別），

杉の湯，菖蒲湯，花の湯，大同泉，岩の湯，
保生泉，菊園泉，明治泉，藤の湯，星の湯

1箇所

12箇所
下線のある湯は復元されている
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このように修善寺地区には，観光協会によ

って運営されている共同浴場「筥湯」が，観光

客の外湯文化の一端を担う施設として運営さ

れている。一方で，地区内には地域住民によっ

て建造され，古くから利用されてきた共同浴場

が点在している。これらは、地区の住民が共同

出資・管理することで維持されてきたもので，

地域住民の入浴の場として利用されてきた。し

かし，近年の高齢化や人口減少などにより利用

率が低下し，管理運営を維持することが困難と

なっているのが現状であり、温泉地としての資

源利用低下が懸念されている（Fig .5）。 

4. 研究方法 
4. 1．文献調査 
修善寺における共同浴場の歴史的変遷と地域

との関係を整理し，「村持ち」という共同管理

の仕組みを明らかにする。 
4. 2．実地調査 
現地に滞在し，かつてのように修善寺のまち

に暮らしている目線で里山との関わりを体感

する。また，文献調査だけでは不明な点を，聞

き取り調査やまちを歩くことで理解する。 
4. 3．修善の森プロジェクトへの参加 
修善の森プロジェクトは，静岡県伊豆市修善寺

半経寺山とその周辺地域における，森林の多面

的機能の回復による狩野川流域の生態系回復

を図り，健全な里山の自然環境を次世代へと受

け継ぐこと，次世代を担う子供たちが，身近な

里山の自然環境と親しみ，自然環境を守り育て

る，学びと体験の機会を提供することで持続可

能な社会に向けた人材を育成することを目的

とし，自然環境教育と里山環境整備の活動に取

り組んでいる団体5）である。環境形成を実践し

ているプロジェクトに参加し，森林の現状を体

感すること，実際に環境改善施工を行うことで，

必要な道具や技術を学び，実体験に基づいた計

画を行うための気づきを得る。（Fig .6） 
   
5. 設計の提案 
5. 1．建築計画 
「村持ち」と呼ばれた 7 つの共同浴場のうち

復元されていない石湯，乳児湯，瀧の湯を再編

し，温泉街の中に分棟で共同浴場を設計する

（Fig .7）。環境をつくる活動の拠点としても

機能し，共同浴場を起点とし，まち全体で環境

改善施工を行い，修善寺内外，つまり，まちを

超えた狩野川流域の生態系まで改善する可能

性を提示する。具体的には，木組擁壁，地形落

差や石積み，焼き杭，通気穴，束石などの造成

を利用する。計画が進むことで，川のコンクリ

ート護岸を剥がしエコトーンを創出すること

を目指す。また，地続きが実現し，生物の生息

域が広がった結果として聞こえてくる虫の声

や水の滴る音を「流域の音風景」として価値を

見出し活用する（Fig .6）。 
5. 2．建築のアプローチ 
 緑地の地続きを実現するため，コンクリート

で固められた地面を開放する高床を選択する。

日射解析や風解析などの環境シミュレーショ

ンを行い設計に取り入れる。また，保水力や遊

水力を高めるため，流域のように水を流す屋根

形態（watershed roof）とする。また，自身の

スキルの蓄積となり，道具と現場をつなぐ

Toolshedも付随させる。大地との接着面や素

材を見直し間伐材などを利用し設計を行い地

域の自然との循環と関わりを促す。（Fig .7） 

 
Fig .6 参加した環境形成の活動 

 

 
Fig.5 修善寺の課題 
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6. まとめ 
本研究は，伊豆半島の火山活動によって形成

された地形と水循環を背景に，狩野川流域上流

に位置する修善寺温泉街を流域圏という視点

で捉え，人と自然の関係を再構築するための建

築的提案を行った。共同浴場は，温泉という恵

みを共有することで地域の共同体をつくる文

化的な場であり，それを環境形成の実践の場と

しての機能を合わせ持つ共同浴場へと再構築

することを試みた。この取り組みは，上流から

下流へと連なる流域全体の環境再生に対し，人

の手を通した小さな実践が波及していく可能

性を示している。 
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Fig.6 計画敷地における共同銭湯などのプロット図 

 

 
Fig.7 地続きを実現し水を保水・遊水する建築と活動のまちスケールへの展開 
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